
 

◆地域包括ケアシステムの深化 

「地域包括ケアシステム」とは、団塊の世代が75歳以上となる2025（平成37）年

を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最

後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が日常生活の場

で途切れることなく提供できる地域での体制づくりをいいます。 

高齢化の進展状況には大きな地域差が生じており、地域包括ケアシステムは、保険者

である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じてつく

りあげていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


